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「教育学科」 20年の歩み
1.「教育学科」創設のいきさつ
私が関西大学につとめるようになったのは、
1949（昭． 24)年の 4月からで、その年は 1年
間非常勤講師でありました。 1950（昭． 25)年
に専任講師となり文学部の哲学科に所属したの
です。丁度新制大学への切り換えと、それにと
もなう教職免許状の新しい制度がはじまって、
教職課程新設要員として役割を果せということ
だったわけです。教育心理学担当の川口勇君が
1951年に来てこれも、哲学科所属となり私と一
緒に関西大学の教職課程づくりにたずさわった
のです。その後、覚田知義、辻岡美延、本庄良
邦の三名が加わって五名で教職課程を担当して
いました。勿論、多数の非常勤の先生たちに応
援をいただいていたのです。
哲学科から独立した教育学科をつくりたいと
いう願望は当初からあったのですが、なかなか
実現の機会がなかったのです。
ところが、 1965（昭． 40)年頃から文学部に
所属していた新聞科の先生たちが、社会学、心
理学などの先生たちとかたらって、「社会学部」
なる新設の学部をつくりたいという話を出して
きました。文学部は 8学科から成り立っていた
のですから、・新聞学科が抜けることによって 7
学科になってしまいます。それに、教職課程担
当の辻岡君（心理学）と本庄君（産業教育）と
が社会学部の方へ出るということになったので
す。
そこで私と川口勇君と相談して新聞学科の抜
けたあとに「教育学科」を新設する案を文学部
教授会に提案することにしたのです。
鈴木祥蔵
史学科の横田教授が文学部長であったので強
い支持をうけることができました。やがて教授
会もその案を認めてくれて、丁度、社会学部の
新設と同時に教育学科が出発できるようにしよ
うということで、 1965（昭． 40)年に準備に
入って、 1966年に文部省に申請を出し、 1967年
の4月から教育学科の学生を受け入れることが
出来たのです。
2.教育学科のスタッフについて
文部省の申請をして、それが承認されるため
には、それ相当の教授陣営をととのえなければ
なりません。私は教育学の方の、川口勇君は心
理学関係又は教育心理学関係の人を集めようと
いうことになり、手分けして当ることにしたの
です。勿論、二人で一人一人の人について合意
を得ながら交渉を進めたわけです。
私は東大におった勝田守ー先生に真先に交渉
したのです。勝田さんは当時60オ直前ですから、
停年の年には喜んで関大の教育学科へ行こうと
言ってくれました。また、右島洋介君が大阪府
の教育研究所（科学教育センクーのこと）に
おったので、呼ぶことにし、助手 1名を公募し
ようということになり、試験を受けてもらって、
田中欣和君を採用することにしました。
川口君の方は、東大の梅津八三先生が停年な
ので交渉し、同時に藤井稔君も来てもらうこと
にしようということなので私も賛成しました。
ところが、勝田守ー先生は間もなくガンの手
術をされ、その後一年で亡くなってしまったの
です。病気中に、宮澤康人君を推薦するという
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手紙が来て、宮澤君に急逮人選を変更しました。
また実験助手の澤登（旧姓、現在田中）正枝
さんも哲学科所属でありましたからこの人も私
たちと一緒に教育学科に移籍することになった
のです。
ですから出発初年度は
梅津八三教育心理学
川口勇教育心理学
藤井稔発達心理学
鈴木祥蔵・教育学
右島洋介教育学
宮澤康人教育史
田中欣和教育社会学
澤登正枝実験助手
それに二年目から、村尾能成君と中島巌君が
加わることになりました。
この20年間に教育学科の定員もふえて現在は
15名で構成されていますが、出入りも多く、す
でに教育学科の専任者としてかかわりのある方
たちは全部で24人になっています。次の表はそ
の出入りの表です。
葉賀弘
岡村達雄
松村暢隆
玉田勝郎
野村幸正
竹内良知
住宏平
倉石精一
西村忠恭
粕谷守孝
山下栄一
ト1正I) 
宗孝文
海老原治善
中島巌
村尾能成
澤登正枝I
Il中欣和
宮澤康人・
右島洋介—鈴木祥蔵I-藤井稔一1ー勇9一,'’＇. 梅澤八三•[昭和4234夕ス789年96961 
1970 45 
1971 46ト
1972 47 
1973 48 
1974 49 
1975 50 
1976 51 
1977 52 
1978 53 
1979 54 
1980 55 
1981 56 
1982 57 
1983 58 
1984 59 
1985 60 
1986 61 
1987 62 
．．?
•• 
??
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3. 教育学科の「学風」の形成
1967 (昭.42)年の 2月の入学試験に応募し
て受験した学生数は、文学部8学科中第4番目
で予想以上に多く、私たちは胸をなでおろしま
した。合格者は 1部が約70名（定員60) I部は
約10名でありました。この第 1回の学生はすべ
てではありませんが1948(昭.23)年生まれで
すからまだ物の不足の中で育ってきて、しかも
「新教育」の精神の生きづいている学校教育の
影響を受けてきた世代に属していました。
私たちスクッフは民主主義的な人間を育てよ
うと意志統ーをしました。
私と川口君とは、関西大学に就職し、哲学科
に所属して教職課程を担当していた頃から、岸
和田の山奥にあった山滝小学校に一月に一ぺん
は必ず行くといった具合に教育現場の実践に学
び、そこから教育学や教育心理学の学問を構築
することに心がけておったせいもあって、とに
かく、学生との密接な接触を通じ、現実に密着
してしかも絶えず理論にそれを照してみるとい
う方法を追いもとめることに努力しました。
スクッフの意志統一の手段としては、月に 1
度の勉強会を行うこと。学生との接触について
は新入生歓迎会をはじめとしてスクッフ全員で
学生たちとゆっくり話しあうことを心掛けるこ
と、コンパを頻繁に開くこと、自宅に呼んで個
人的接触をはかることなどをモットーにしまし
た。
新入生が来る度に、常に私が学生たちに言っ
たのは
大疑発問、自学自習、共同討議、率先実行
でありました。
この四つのスローガンの中の第3番目の共同
討議はわが教育学科の中心の精神ともいうべき
ものでありました。
第1回の入学生たちは、 1年生の時から小グ
ループに分けて共同作業をやりました。また彼
らが4年生になった年からチュートリアル・シ
ステムをとり入れて実践してみましたが、これ
は日本の大学の在り様にはあまりなじまないの
で中止し、やがてゼミは合同ゼミという複数担
任のゼミを中心とし、共同討議の方式を追求し
てきました。しかし、この方式も、最近の学生
には合わなくなってきつつあるので1987年から
は個人担当のゼミ形式に移ることになっていま
す。私には少し残念でなりません。
第2は、「差別と教育」の問題への共通の関
心を共有することです。基本的人権と教育のか
かわりの問題と言ってもいいでしょう。
わが国にある諸々の差別、つまり部落差別、
民族差別、女性差別、障害児差別を解消するた
めには、教育の果す役割が非常に大きいわけで
すから、差別の実態を充分に把握し、その実態
に即した積極的な（目的意識的な）教育が必要
となります。この教育を総じて「解放教育」と
言うのですが、その問題に私たちスクッフの多
くが取り組みはじめたのが1970年頃からです。
1980年の『教育科学セミナリー』の特別号、
『「同和」地区における児童の低学力克服に関
する教育方法論的研究』は教育学科全スタッフ
の共同研究の成果の一つです。
教育学科の卒業生の中で現に教師として働い
ている人たちの多くは、各地で部落解放教育や
障害児の「共生共育」を理念とした教育に熱心
にたずさわっています。
4. 関西大学教育学会の創設
大学に学科が新設された以上、学会がどうし
ても必要であるというのが私たちの考え方であ
りました。学科新設の雑務に追われる中で、私
たちは1967年12月2日という日を期して「教育
学会創立総会」を開きました。
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学会の会員はスクッフはもちろんですが、関
西大学の卒業生で現職の教員とか、教育、心理
など関係の仕事に関係ある人、関大一高、ー中
の教員、関大幼稚園の教員、それに教育学科の
学生ということにしたのです。
創立総会の第一部は、初代会長に就任してい
．ただいた梅津八三先生のつくられた「人間開発
20年」という映画の上映をしました。この映画
ほ盲聾唖の三重の障害のある二人の子どもに手
話の基本を教え、ことばを発声できるところま
で成長させた記録映画です。見る者に大変な感
動を与えました。梅津先生は、この子らと生活
を共同にし、食事を準備して食べさせることま
で自分でなさったのですがら、まさに「共生」
から「共育」への実践の先駆なのです。先生は、
「健常児なおもて教育を受く、いわんや障害児
おや」ということを言っておられました。
第二部は、記念シンボジュームを企画し実行
しました。テーマは「現代の諸科学は人間をど
う考えるか」です。司会は今は故人となられた
阪大の教育学を担当していた森昭教授、メン
バーは星野芳郎（当時立命館大学、科学技術
論）、佐藤金三郎（大阪市大、経済学）、越賀一
雄（大阪医大、精神病理学）、竹内良知（当時は
名古屋大学、哲学、現在は教育学科所属）の 4
人でありました。
このシンボジュームの記録は学会機関誌「教
育科学セミナー」（この名称は中島巌君の提案
による）の第1号（創刊号）に概略記録されて
います。私たちの教育学科の歩みに大きな影響
を与えたシンポジュームであったと思います。
この学会の創立総会には約300人の参加者があ
りました。また教育学科の学生はまだ 1年生し
かいなかったのですが、これも殆んど全員参加
してくれました。
1976年の1月には教育学科創立IO周年の記念
集会を開きました。その頃まだ元気でおられた
梅根悟先生に来てもらって記念講演をしていた
だき、第二部としてシンボジュームをやりまし
た。
学会として努力してきたもう一つのことほ機
関誌『教育科学セミナリー』の発行と『会報』
の発行です。 1968(昭.43)年7月に『会報』
第1号を発行し、その年の12月に創刊号の『教
育科学セミナリー』を発行しました。会報も、
セミナリーも'69(昭.44)年の 5月からはじ
まった学園紛争のトバッチリをうけて発行がで
きずにしまいましたが、 1971年には『セミナ
リー』第2号を出し、それ以来、今年まで18号
を重ねてきました。『会報』の方は財政難も
あって1982(昭.57)年3月25日に第7号を出
してからあと休刊となっています。
また、教育学会としては、原則として春と秋
と年2回の学会を開いてきています。
1968 (昭.61)年という年は国際連合の主唱
による国際青年年であることにちなんで6月23
日を期し、国際青年年記念の教育学会を開催し、
関西大学に留学中の各国の学生を招待し、教育
学科の学生との懇親をかねた会を開きました。
アジア各国の学生は勿論ブラジル、アフリカな
どの学生たち、阪大、その他の他大学の留学生
も参加し、シンボジュームをやり、そのあとで
各故国のお酒と料理とを持ち寄ってユニークな
懇親会を開きました。大変たのしくしかも有意
義な会となりました。
5. 大学院の設置
教育学科は1975年（昭.50)年から大学院文
学研究科に教育学専攻の修士課程を創設しまし
た。これは教育思想研究、教育計画研究、心理
学研究、教育心理学研究と•いう四つのコースを
もった課程ですが、大きくは教育学と教育心理
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学の2本柱で一つの専攻課程としたわけです。
創設当初はまだ大学の教員になる可能性も考
えられたのですが、高度経済成長の波に乗った
大学の新設ブームも一応終り、第 1次石油
ショックのあと不況期に入ってそのブームも
終ってみると次第にオーバードククーが大学院
に溜ってしまって、大学教員の需要はなくなっ
てきました。そのせいもあるのでしょう、大学
院の志望者は次第にへって、最近は希望者が年
に1人とか2人という状況です。
また、．関西大学の場合は、文部省から校地面
積の不足が指摘されていて、約3万坪程の校地
を大学から40分以内の地に求めなければ、学部、
学科、大学院の増設、増課程が認められないと
いうクレームがついているのです。そのために、
教育学専攻の博士コース（後期課程）の申請が
できずペンディングのままになっています。
下の表は、教育学専攻の修士（前期）の志願
者と合格者の一覧表です。
6. 学生の集団活動
大学というところは、教授（インストラク
ション）の場であることは勿論ですが、学生の
インストラクシ• ノ｀
方 からこの教 授 （授業）を学問への
ガイダンス
案 内とうけとめ、自学自習の場としなけれ
ばなりません。新制の大学での授業は単位で計
算されますが、 1単位というのは週1時間の講
義15時間とそれに30時間の自宅学習または課外
学習をプラスして計算するものなのですから、
本来自己（宅）学習がより重い比重を占めてい
るのです。それが自治的、集団的学習や活動に
よって補強されなければ大学の意味が薄れるの
は当然です。
教育学科では極力学生の自治活動を活発にし
なければならないと考えてきたのはそのためで
ありました。
単に教授スクッフが計画をして行事その他を
学生に押しつけ、学生はスクッフの顔色をうか
がってしぶしぶその行事に参加するというので
あれば、自己教育の実はけっしてあげることが
できません。
教育学科では2回生が新入生歓迎会を企画し、
その際3回生か4回生もできるだけ参加すると
いう行事を行ってきています。
また5月には新入生歓迎合宿を行ってきまし
たが、これも 2回生が企画し立案し、合宿の湯
を選定し、司会もみな 2回生の手によって行な
われるという慣習になってきたのです。
l1部の学生たちの場合は、 2回生が新入生の
学科ガイダンスの夜に茶菓を準備して歓迎会を
もってきています。
またゼミは3、4回生の活動の場ですが、な
るべくゼミ担当の先生と学生との交流コンパを
頻繁に持つこと、ゼミの授業の他に副ゼミを編
成して、副ゼミ活動をむしろ重点志向すること
などを心がけてきたのです。
大学院志願者・入学者の推移
年度
50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 合計
区分
志願者 11 12 10 ， 13 13 5 5 2 3 7 4 94 
合格者 4 7 8 5 7 ， 3 4 1 1 3 3 55 
入学者 4 7 8 3 7 ， 3 3 1 1 3 1 50 
備 考
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またゼミ合宿は夏休み中に必ず 1回は実施し
てきました。
また、ゼミは3回生と 4回生の合同ゼミを編
成してきましたから、卒論の審査という形式を
やめて、 3回生も参加したたくさんの学生の前
で、自分の卒論の概要を報告するという形式に
あらためてやってきたのです。勿論、教授ス
クッフの方は1人の論文を少なくとも 3人がか
りで読んで評価判定するのです。
これらのやり方はすべて前にも述べた共同討
議、共同学習の重要性を考慮した結果なのです。
しかし、これらの精神も何時の間にか生き生
きとしなくなってきました。受験戦争や偏差値
偏重の高等学校までの教育の歪みが、大学にま
で及んできているせいもあるのではないでしょ
うか。教員採用試験がとてもむづかしく—採
用数がへってしまって—なってきて、教育学
科へ来る学生が多様化したことも一つの原因か
も知れません。この問題についての対策を模索
しなければなりません。
しかし、教育学科の学生との生活はこの20年
間、私にとっては思い出深いとても親しいもの
でありました。
次の表は教育学科の卒業生の年次別の表です。
今日まで I部の卒業生は1,039名、 I部の卒業
生が199名で合計1,236名に達しました。
卒業回 卒業年度 1部卒業生 n部卒業生
第 1回 1970 昭45 66名 6名
第 2回 1971 46 44 19 
第 3回 1972 47 68 16 
第 4回 1973 48 47 ， 
第 5回 1974 49 63 ， 
第 6回 1975 50 62 14 
第 7回 1976 51 69 8 
第 8回 1977 52 63 11 
第 9回 1978 53 102 17 
第10回 1979 54 56 20 
第11回 1980 55 71 5 
第12回 1981 56 54 14・ 
第13回 1982 57 47 7 
第14回 1983 58 93 8 
第15回 1984 59 66 12 
第16回 1985 60 66 24 
小 計 1037名 199名
ロヽ 計 1236 名
6. 教育学科創立20周年記念集会
並びに教育学科同窓会の発足
1986 (昭.61)年7月、教育学科の教室会議
で来る11月24日（月、代休日）を期して創立20
周年の記念の教育学会を開催し、ツンポジュー
ムを行うこと、並びに第1部として1,236名に
達した卒業生全員に呼びかけて教育学科同窓会
を設立し、その創立総会を行うことにしてはど
うかをはかりました。その後よりよりその原案
に従って準備をすすめ、シンボジュームについ
ては、竹内良知教授司会、提案者として東京大
学教育学部の宮澤康人、花園大学の浜田寿美男、
本学科所属の田中欣和の三氏に依頼すること、
会場はサニーストンホテルの会議室とすること
などがきまりました。シンボジュームのテーマ
は「育つ」でありました。このことについては
本号の「教育科学セミナー」に記録がのります
のでその方でご承知いただきたいと思います。
同窓会の方は、本学が創立百周年に当ること
もあり、卒業生たちの希望と期待に答えること
となって沢山の卒業生が積極的に参加してくれ
ました。第1回卒業生の菱岡省二君が会長とし
て選出され目出度く創立総会がもたれたのです。
最後になり誠に恐縮でありますが、教育学科
の20年間、何かとご理解ご援助をいただいた本
学理事長久井忠雄氏、歴代の文学部長をはじめ
とする全教員、事務局の皆さん、教授室の職員
の方たちに大変お世話になりましたことを付記
して紙面をかりて御礼申し上げます。
また、私学では特に沢山の非常勤の先生のお
世話にならなければ学科は成立しないのです。
非常勤の先生方にも厚く御礼を申し上げる次第
です。
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